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『
家
𠘑
公
御
書
翰
』
略
解
題
・
翻
刻

下
）

緑

川

明

憲

前
号
『
三
田
國
文
』
第
五
十
七
号
に
引
き
続
き
、『
家
𠘑
公
御
書
翰
』

所
収
の
近
衞
家
𠘑
自
筆
書
状
の
う
ち
、
第
七
紙
か
ら
第
十
九
紙
（
最
終
）

の
翻
刻
を
行
う
。
本
書
の
略
解
題
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
七
号
の
拙
稿
を

参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
書
状
中
に
異
体
字
や
特
殊
な
仮
名
が
あ
る
場
合
は
、
適
宜
通
行
の
字

体
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
平
出
や
欠
字
が
あ
る
場
合
は
、
本

紙
に
忠
実
に
翻
刻
し
た
。

一
、
追
而
書
は
、
本
文
よ
り
も
二
字
下
げ
と
し
た
。

一
、
書
状
本
紙
の
大
き
さ
は
紙
質
に
続
い
て
示
し
、
単
位
は
全
て
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

一
、
本
稿
に
引
用
し
た
『
基
𠘑
公
記
』・『

上
法
院
殿
御
日
記
』・『
家
𠘑

公
記
』（
以
上
、
原
本
は
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵
）
は
、
い
ず
れ

も
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
は
、

句
読
点
や
濁
点
な
ど
を
私
に
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。

﹇
附
記
﹈

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
の
岩
松
研
吉
郎
先
生

及
び
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
教
授
の
堀
川
貴
司
先
生
に
御
教
示
を
賜
り
、

ま
た
図
版
の
撮
影
は
、
西
山
洋
介
氏
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔
翻
刻
〕

【
第
七
紙
】

奉
書
紙
、
一
四
・
五
×
四
八
・
二

弥
無
異
候
哉
兼
而

令
約
候
鍔
出
来
候

叶
賢
慮
候
乎
無

心
許
候
模
様
者

随
分
如
形
候
今
少

経
程
候
へ
ハ
象
眼
ぬ
け

ふ
る
く
成
候
又
候

損

好
候
者
何
時
に
て
も

可
示
給
候
先
日
使

悦
存
候
下
官
所
労

逐
日
快
候
先
頃

之
二
儀
委
細

可
有
面
談
候
当
日

損

中
何
と
そ
光
臨

相
待
計
候
也

廿
四
日

家
𠘑

（
切
封
墨
引
）

▼
二
行
目
以
降
に
よ
り
、
家
𠘑
が
鍔
を
誂
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
三
行

目
に
は
「
叶
賢
慮
候
乎
」
云
々
と
あ
り
、
他
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
の

調
製
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
家
𠘑
は
非
常
に
多
彩
な
人
物
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
範
囲
が
鍔
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
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な
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
家
𠘑
の
日
記
『
家
𠘑

１
）

公
記
』
や
そ
の
他
の
記

録
類
か
ら
も
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
を
見
出
せ
な
い
た
め
、
第
七
紙
が
書

写
さ
れ
た
時
代
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
公
家
社
会
に
あ
っ
て
、
祝
儀
な
ど
の
際
に
太
刀
が
贈
答
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
。
家
𠘑
に
も
太
刀
が
贈
ら
れ
て

い
る
が
、
文
献
上
で
確
認
で
き
る
の
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
三
）
十
一
月

十
六
日
、
実
姉
の
𠘑
子
（
天
英
院
）
が
甲
府
藩
主
徳
川
綱
豊
と
の
結
納
に

際
し
て
、
祝
儀
と
し
て
徳
川
家
か
ら
贈
ら
れ
た
「
小
袖
三
重
・
太
刀
持
・

馬
代
金
三
枚
・
二
種
一
荷
」（『
基
𠘑
公
記
』
な
ど
）
が
初
め
て
で
あ

２
）

ろ
う
。
翌
八
年
一
月
二
十
六
日
に
は
、
綱
豊
と
𠘑
子
の
祝
言
の
礼
と
し
て

金
造
り
の
太
刀
を
贈
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
九
月

二
十
八
日
に
は
新
し
く
成
っ
た
内
裏
の
賢
聖
障
子
の
銘
を
家
𠘑
が
書
写
し

た
褒
美
と
し
て
、
禁
裏
よ
り
備
州
長
船
住
盛
景
作
の
惣
金
作
の
野
太
刀
を

贈
ら
れ
た
記
事
な
ど
も
目
を
引
く
。
こ
の
よ
う
に
刀
剣
贈
答
の
例
は
枚
挙

に
暇
が
な
く
、
頻
繁
に
身
近
に
接
し
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鍔
の
調
製
に

関
わ
っ
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
）
『
家
𠘑
公
記
』
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
一
月
一

日
〜
一
月
十
日
・
同
年
九
月
一
日
〜
九
月
二
十
一
日
、
元
禄
二
年
（
一
六
八

九
）
一
月
一
日
〜
一
月
十
七
日
、
同
四
年
閏
八
月
一
日
〜
十
月
八
日
、
同
五
年

一
月
一
日
〜
一
月
六
日
、
同
六
年
十
一
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
、
同
七
年

一
月
一
日
〜
一
月
七
日
、
同
九
年
十
一
月
十
五
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
、
同
十

六
年
一
月
十
九
日
〜
八
月
四
日
、
同
十
七
年
一
月
一
日
〜
三
月
九
日
、
宝
永
五

年
一
月
一
日
〜
一
月
十
四
日
。

２
）

下
橋
敬
長
氏
『
幕
末
の
宮
廷
』
に
よ
れ
ば
、
朝
賀
や
幕
府
の
高
家
が
参
内
し

た
際
に
天
皇
へ
献
上
す
る
太
刀
と
馬
は
、
実
際
に
は
木
で
作
ら
れ
た
「
献
上
太

刀
」
と
代
銀
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
場
合
、
真
剣
か
木
剣
か
ど
ち
ら
で

あ
る
の
か
判
断
し
難
い
。
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【
第
八
紙
】

宣
紙
、
一
七
・
四
×
一
九
・
四

書
状
如
此
認
候
而
庭
へ

出
申
候
へ
は
芍
薬
一
種
開

候
処
隠
蓑
と
覚
申
候
ニ

何
と
も
し
れ
ぬ
花
咲
申
候

痛
候
時
は
狂
申
候
事

有
之
候
哉
何
と
そ
近
日

見
せ
申
度
存
候
也

▼
第
八
紙
に
は
家
𠘑
に
よ
る
自
署
が
な
い
が
、
書
風
か
ら
家
𠘑
筆
と
考
え

て
間
違
い
な
い
。
料
紙
は
『
家
𠘑
公
御
書
翰
』
中
で
唯
一
、
清
国
か
ら
舶

載
さ
れ
た
と
思
し
き
宣
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
宣
紙
の
本
来
の
用
途
は

漢
詩
を
書
き
記
す
た
め
の
「
詩
箋
」
だ
が
、
そ
れ
を
書
状
に
転
用
し
た
の

で

３
）

あ
る
。
外
縁
に
は
雷
文
が
、
ま
た
本
紙
左
下
に
は
菊
、
そ
し
て
葉
や
花

の
形
か
ら
金
鳳
花
の
仲
間
か
と
も
思
わ
れ
る
草
花
と
岩
と
が
多
色
で
刷
り

出
さ
れ
る
。

さ
て
、
家
𠘑
は
写
生
に
非
常
に
優
れ
、
わ
が
国
の
植
物
写
実
画
の
嚆
矢

『
花
木
真
写
』
及
び
『
花
木
真
写
貼
交
屏
風
』
を
今
に
遺
す
。
花
に
も
強

い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ら
の
絵
画
に
よ
っ
て
も
十
分
に
知
ら

れ
る
が
、
第
八
紙
で
も
そ
れ
を
髣
髴
と
さ
せ
る
「
芍
薬
」
と
「
隠
蓑
」
の

話
題
を
記
す
。
こ
こ
で
家
𠘑
と
植
物
と
の
関
わ
り
な
ど
も
含
め
て
、
若
干

の
考
察
を
行
い
た
い
。

家
𠘑
の
少
年
期
に
つ
い
て
特
に
詳
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
『

上
法
院

殿
御
日
記
』（
家
𠘑
の
母
常
子
内
親
王
の
日
記
）
で
は
、
元
禄
二
年
五
月

七
日
に
家
𠘑
が
初
め
て
立
花
を
行
っ
た
旨
が
記

４
）

さ
れ
、
こ
れ
以
降
急
速
に
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立
花
の
記
事
が
目
立
ち
始

５
）

め
る
。
ま
た
、
翌
三
年
三
月
に
は
、
自
身
が
栽

培
し
た
と
思
わ
れ
る
紅
の
牡
丹
を
披
露
す
る
た
め
、
常
子
内
親
王
と
一
乗

院
宮
真
敬
親
王
を
招
く
記
事
が
確
認
さ

６
）

れ
る
。

続
い
て
『
家
𠘑
公
記
』
を
見
て
み
た
い
。
第
七
紙
の
註

１
）に
記
し
た

通
り
、
断
片
的
に
し
か
記
さ
れ
な
い
日
記
で
は
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
元
禄

四
年
の
閏
八
月
と
九
月
に
は
、
花
の
贈
答
に
関
わ
る
記
事
が
頻
出

７
）

す
る
。

花
に
関
連
す
る
記
事
は
他
の
時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
期

の
大
変
際
立
っ
た
特
徴
と
言
え
る
。

管
見
の
範
囲
で
は
、
右
の
時
期
が
文
献
上
で
家
𠘑
と
花
（
植
物
）
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
上
限
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
植
物
に
強
い
関
心
を
抱

く
の
も
こ
れ
と
前
後
す
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
こ
の
推
測
に
基
づ
け

ば
、
第
八
紙
が
書
か
れ
た
年
代
も
ま
た
、
元
禄
二
年
か
ら
同
四
年
が
書
写

の
上
限
と
な
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
日
記
類
に
は
花
に
興
味
を
抱
く
直
接
的
な
原
因
に
つ

い
て
言
及
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
の
一
因
と
し
て
推
測
さ
れ

る
の
は
、
茶
の
湯
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
家
𠘑
が
亭
主
と
し
て
初
め
て
茶

事
を
催
し
た
の
は
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
五
月
二
十
五
日
、
十
五
歳
の

時
で
あ
る
か
ら
、
当
然
こ
れ
よ
り
も
前
に
茶
の
湯
の
稽
古
を
相
当
に
積
ん

で
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
特
に
家
𠘑
の
晩
年
、
す
な
わ
ち
正
徳

三
年
（
一
七
一
三
）
八
月
二
十
七
日
か
ら
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
一
月

七
日
の
間
に
催
し
た
茶
事
は
『
御
茶
湯
之
記
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
数
だ
け
で
も
合
計
三
百
八
会
に
も
及
ぶ
。
生
涯
を
通
じ
た
茶

事
（
稽
古
も
含
め
て
）
の
回
数
は
、
さ
ら
に
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
周
知

の
よ
う
に
、
茶
席
に
花
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
植
物
に
先
ん
じ
て
熱

中
し
た
と
思
わ
れ
る
茶
の
湯
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
の
趣
向
に
相
応
し
い
花

を
用
い
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
茶
の
湯
と
は
別
に
花
そ
の
も
の
に
も
関
心

を
高
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
三
行
目
「
隠
蓑
」
と
は
、
古
く
か
ら
わ
が
国
に
自
生
す
る
ウ

コ
ギ
科
の
常
緑
小
高
木
で
あ
る
。『
古
事
記
』
巻
下
、
仁
徳
天
皇
の
条
に

見
え
る
「
御
綱
柏
」
や
、『
万
葉
集
』
巻
二
、
九
十
番
歌
の
左
註
に
記
さ

れ
る
「
御
綱
葉
」
が
カ
ク
レ
ミ
ノ
の
古
名
と
さ

８
）

れ
る
。
こ
の
「
御
綱
柏
」

か
ら
現
行
の
カ
ク
レ
ミ
ノ
へ
と
呼
称
が
変
化
し
た
理
由
は
、
具
体
的
な
時

期
は
不
明
な
が
ら
、
纏
え
ば
身
体
を
隠
せ
る
と
い
う
所
謂
「
隠
蓑
」
が
宝

尽
文
様
の
ひ
と
つ
と
し
て
意
匠
化
さ
れ
、
こ
れ
に
カ
ク
レ
ミ
ノ
の
葉
の
形

が
似
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

９
）

い
る
。
こ
の
植
物
名
と
し
て
の
カ
ク

レ
ミ
ノ
の
文
献
上
の
初
見
は
、
磯
野
直
秀
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
文
政
十
年

（
一
八
二
七
）
刊
の
増
田
繁
亭
『
草
木
奇
品
家
雅
見
』
と
さ

10
）

れ
る
が
、
本

紙
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
期
は
お
よ
そ
百
年
強
程
度
遡
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

３
）

堀
川
貴
司
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
。

４
）

内
府
（
家
𠘑
）、
…
な
げ
入
の
ま
は
り
花
た
て
給
ひ
、
な
ぐ
さ
み
の
事
也
」

（『

上
法
院
殿
御
日
記
』
元
禄
二
年
五
月
七
日
条
）。
こ
の
時
家
𠘑
は
二
十
三

歳
。

５
）

夕
が
た
く
御
過
て
内
府
か
た
へ
行
、
い
け
花
み
て
か
へ
る
」（『

上
法
院

殿
御
日
記
』
元
禄
二
年
五
月
十
七
日
条
）、「
内
府
ま
い
ら
る
ゝ
、
立
花
し
て
み

せ
ら
る
ゝ
」（
同
二
十
八
日
条
）
な
ど
。

６
）

一
門
（
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
）
な
ら
し
ま
す
。
内
府
の
べ
に
の
ぼ
た
ん
御

め
に
か
け
た
き
よ
し
御
申
に
て
、
御
同
道
に
て
行
、
み
事
な
る
事
つ
ゐ
に
な
き

う
つ
く
し
き
べ
に
の
よ
し
仰
参
ら
せ
候
」（『

上
法
院
殿
御
日
記
』
元
禄
三
年

三
月
二
十
日
条
）

７
）

従
妙
門
主
椿
八
本
給
之
兼
而
令

約
処
也
、
余
庭
山
茶
花
始
開
之
間
、
進
政
所
御
方
」
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（
元
禄
四
年
閏
八
月
七
日
条
）、「
従
兼
澄
木
槿
唐
椿
各
一

本

、
南
天
五
本
、
霧
嶋

五
六
本
送
之
」（
同
十
七
日
条
）、「
従
南
都
処
進
白
玉
椿
、
御
庭
梅
も
ど
き
一

枝
、
余
令
持
参
可
献
上
之
旨
殿
下
被
命
」（
同
十
八
日
条
）、「
紅
牡
丹
一
本

千
入
、
送
東
本
願
寺
」（
同
二
十
日
）
な
ど
。

８
）

牧
野
富
太
郎
氏
『
原
色
牧
野
植
物
大
図
鑑
』（
北
隆
館
、
昭
57
）、
松
田
修
氏

『
古
典
植
物
辞
典
』（
講
談
社
、
平
21
）
な
ど
。

９
）

岩
松
研
吉
郎
先
生
の
御
教
示
に
よ
る
。

10
）

磯
野
直
秀
氏
「
資
料
別
・
草
木
名
初
見
リ
ス
ト
」（『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀

要
・
自
然
科
学
』
四
十
五
、
平
21
）
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【
第
九
紙
】

奉
書
紙
、
一
九
・
五
×
四
七
・
七

返
々
来
給
候
者
日
限
之
返
翰
ニ
承
度
候

如
左

先
日
者
所
労
之
由
示
給
候

弥
快
然
候
哉
此
間
事
繁

以
使
不
令
申
非
本
意
候

内
々
三
夕
色

出
来

彼
是
と
遅
々
候
将
又
兼
而

明
日
者
可
参

内
申
候
へ
と
も

不
参
候
日
外
申
入
候
ニ
違
候
故
乍
次

令
案
内
候
詞
書
少
々

損

来
候
然
者
下
官
卒
爾
之

事
有
之
候
兎
角
以
面
談

可
申
入
候
従
明
後
随
分

損

損
候
間
廿
廿
一
両
日
之
中

来
給
候
様
所
希
候
久
々

不
能
対
談
積
鬱
不
少

損

損
也卯

月
十
七
日

家

𠘑
）

損

（
端
裏
）

府
ヵ
）

損

殿

家

𠘑
）

損

▼
上
部
に
損
傷
が
あ
り
、
ま
た
端
裏
書
も
判
読
困
難
だ
が
、
辛
う
じ
て

「
府
」
と
思
し
き
文
字
の
一
部
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
紙
に
は

「
恐
惶
謹
言
」
な
ど
の
改
ま
っ
た
結
尾
用
語
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
「
久
々

―78―

第九紙



不
能
対
談
、
積
鬱
不
少
」
と
い
っ
た
親
し
い
関
係
を
思
わ
せ
る
文
言
が
存

在
す
る
た
め
、
自
身
の
年
齢
に
近
く
、
か
つ
年
少
の
「
左
府
」・「
右

府
」・「
内
府
」
に
宛
て
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
家
𠘑
よ

り
二
歳
年
少
の
九
条
輔
実
（
一
六
六
九
｜
一
七
二
九
）
と
は
、「
凡
両
人

入
魂
之
有
様
」（『
基
𠘑
公
記
』
元
禄
十
一
年
四
月
十
四
日
条
）
と
指
摘
さ

れ
る
ほ
ど
、
そ
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
直
ち
に
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
仮
に
輔
実
に
宛
て
た
と
す
れ
ば
、
輔
実
の
内
大
臣
任
官
か
ら

左
大
臣
辞
職
の
間
（
元
禄
六
年
十
二
月
十
八
日
〜
正
徳
五
年
三
月
十
一

日
）
と
な
る
。
特
に
こ
の
書
風
か
ら
、
右
の
推
定
時
期
内
で
あ
れ
ば
比
較

的
早
い
段
階
で
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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【
第
十
紙
】

楮
紙
、
一
六
・
一
×
四
七
・
〇

如
来
意
甚
暑

難
堪
候
処
愈

安
康

重
存
候

抑
明
日
者
光
臨

あ
る
ま
し
き
由
承
候

残
念
存
候
近
日

入
来
相
待
斗
候
下
官

無
異
候
可
被
易

賢
慮
候
難
去
用
事

故
使
久
々
ま
た
せ
申
候

心
事
期
面（マ
候マ）
也

乃
刻

家
𠘑

（
端
裏
）（
切
封
墨
引
）
即
答

家
𠘑
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第十紙



【
第
十
一
紙
】

楮
紙
、
一
五
・
〇
×
二
四
・
三

昨
日
申
入
候
讃
大
納
言
殿

被
染
華
翰
可
給
之
由

悦
入
候
急
々
之
事
候
何
共

明
晩
幸
便
候
間
今
明

日
中
出
来
候
者
可
為

本
懐
候
何
と
そ
御
辺

頼
入
候
間
宜
様
伝
達

可
給
候
為
其
如
斯
候
也

心
事
期
面
謁
候
不
具

六
廿
四

▼
前
号
で
紹
介
し
た
の
第
二
紙
及
び
第
四
紙
に
も
「
大
納
言
殿
」
が
見
え

る
。
し
か
し
本
書
状
の
内
容
か
ら
も
特
定
す
る
に
は
至
ら
ず
、
具
体
的
に

誰
を
指
す
の
か
不
明
。
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第十一紙



【
第
十
二
紙
】

奉
書
紙
、
一
六
・
二
×
三
七
・
九
、
冒
頭
部
欠
ヵ

暑
気
甚
候
弥

無
術
耳
候
也

清
静
候
哉
抑

先
頃
所
望
候

仮
名
写
一
巻
急

用
之
事
出
来
候
間

暫
可
返
給
候
重
而

如
何
様
と
も
相
談

可
申
候
参

内
之
次

来
臨
相
待
計
候

万
縷
期
面
謁

閣
筆
候
也

六
月
晦
日

家
𠘑

―82―

第十二紙



【
第
十
三
紙
】

楮
紙
、
一
五
・
〇
×
四
三
・
一

返
々
弥
平
安
候
哉
下
官

無
難
候
以
上

一
昨
返
書
病
人

有
之
候
由
示
給
候

如
何
無
心
許

存
候
昨
日
も
以
書
状

相
尋
可
申
候
処
終

日
他
行
無
其
儀

非
本
意
候
然
者

一
種
到
来
候
間

入
見
参
候
先
々

一
昨
日
者
残
懐

不
少
候
余
事

期
面
謁
候
也

九
日

家
𠘑
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第十三紙



【
第
十
四
紙
】

楮
紙
、
一
四
・
六
×
三
〇
・
四

所
労
打
続
快

然
候
哉
承
度
存
候

無
差
事
候
へ
共

幸
便
呈
一
翰
候

近
々
光
臨
相

待
計
候
下
官

無
難
候
余
事
期

面
謁
不
能
詳
候
也

十
九
日

家
𠘑
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第十四紙



【
第
十
五
紙
】

奉
書
紙
、
一
五
・
一
×
三
五
・
五

返
々
希
有
之
物
候
間

何
と
そ
見
せ
申
度
候
入
来

所
労
如
何
候
哉

相
待
計
候
也

承
度
候
兼
而
申

入
候
一
巻
明
日
借
申
候

明
後
五
日
光
臨

所
希
候
所
労

快
然
候
者
必
々
待

入
候
也八

月
三
日

家
𠘑

（
切
封
墨
引
）
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第十五紙



【
第
十
六
紙
】

奉
書
紙
、
一
九
・
四
×
二
八
・
四

返
々
下
官
無
異
儀
候
天
気
晴
候
ハ

必
近
日
可
来
給
候
也
書
中
見
事

詠
入
候

華
翰
令
吟
誦
候

雨
湿
愈
平
安
之
由

々
重
々
然
者
詞
書

料

為
持
給
則

落
掌
候
余
端
近
日

入
来
相
待
計
候
也

晦
日
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第十六紙



【
第
十
七
紙
】

奉
書
紙
、
一
五
・
一
×
三
一
・
二

返
々
大
納
言
殿
へ
も
宜

可
有
伝
達
候
以
上

示
給
候
趣
委
曲

得
其
意
明
日
可
染

禿
毫
唯
今
参

院
候
故
不
能
詳

事
候
期
面
謁
候
也

乃
刻

家
𠘑

（
捻
封
墨
引
）
即
答

家

𠘑
）

損

▼
本
書
状
に
も
「
大
納
言
殿
」
が
見
え
る
が
、
第
二
紙
・
第
四
紙
・
第
十

一
紙
で
も
触
れ
た
通
り
、
こ
こ
で
も
具
体
的
に
誰
を
指
す
の
か
不
明
。
但

し
第
二
紙
・
第
十
一
紙
及
び
本
書
状
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
「
大
納
言

殿
」
と
染
筆
と
に
関
わ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、「
大
納
言
殿
」
な
る
人

物
が
能
書
で
あ
っ
た
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
第
十
一
紙
と
特
に
具
体
的

な
日
付
を
持
た
な
い
第
十
七
紙
の
二
通
は
書
風
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
前
後
し
て
出
さ
れ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
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第十七紙



【
第
十
八
紙
】

奉
書
紙
、
一
四
・
九
×
二
七
・
七

対
客
不
能
多
毫
候
也

下
官
無
難
候
以
上

示
給
候
趣
承
候

弥
平
安

重
存
候

然
者
今
日
者
光
臨

あ
る
ま
し
き
よ
し
委
細

尤
存
候
五
日
ニ
必
待

入
候
也乃

刻

家
𠘑
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第十八紙



【
第
十
九
紙
】

奉
書
紙
、
一
六
・
〇
×
三
三
・
六

先
刻
令
得
賢
慮

一
件
彼
黄
門
不
図

就
被
参
貴
第
委
曲

被
示
聞
之
処
歓
喜

之
旨
幸
甚
々
々

偏
御
伝
達
故
無

異

重
存
候
近
日
可

令
沙
汰
候
灯
下
令

略
他
事
候
也

乃
時

家
𠘑
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第十九紙


